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　d（F）が負の 値 を有す る こ とは 剪断 ス トレ ス が 大で あ る と き流れ の 率が 減少 し， ス ト レ ス が小な る と き流れ の 率

が増加す る こ とを表
’
しで い る ．．酵素を 加

「
え．たた め ， 溶液内の溶質分子の か らま

』
り状態が変 り急激な ス トレ ズ に 対

して は 流れ を止 め る の で あろ う
’
；、，．．

　還元力測定法
・
（CMC 濃度q・250％）

・
に
』
よ る セ ル ロ ース 分解酵素活 性 測 定 を F童9・ 7・に 示す．酵 素 反 応 の 初期

（10分後）に おけ る還元力増笳は酵素濃度に 比例し，
．』酵素活性測定法ど しで 罵い．うる．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　CMC 溶液は 0．050％ 以下 の濃度 では 二 ＝一ト7ン流体と して 挙動す る．セ ル ロ ース 分解酵 素の 活性測定法に お

い て は GM9 濃度O・050％に お い て ， 反応初期 3分 以内で ， 粘性減少率40％ 以内の場合に 酵素濃度 と活性ぽ 比例

関係｝こあ
．
る．

　粘性係数の 補正項 4   は 酵素反応初期に お い て 急激 に 変化 し，」  は 負の 値 を と り， 反応が 進 むに つ れ て元に

戻 る．．

　還元力測定法に よ る酵素活性測定法は GMG 濃度0・250％に て 反応時間 10分 の 反応 値 を もつ て ， 酵素濃度 と活

性値 と は 比例関係に あ る．
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　前報
1），） に お い て CMC 溶液に 対す るセ ル ロ ース 分解酵素の 挙動を報告したが ， 他の 水溶性 セ ル ロ ース 誘導

体に つ い て調べ る こ とは 活怪測定法だ けで な く， 酵素 の 基質特異徃を知 る上に 寄与す る もの と思われ る．メ トキ

シ ル 基 を有す る セ ル ロ
ー

ス 誘導体， 及 び メ トキ シ ル 基 と プロ ピ レ ン グ リコ
ー

ル 基双方を有す る セ ル ロ
ー

ス 誘導体

は そ れ ら置換基 の 置換度 の
一

定範囲内に お い て よ く水 に とけ るの で ，
セ ル ロ ース 分解酵素 の 基質 と して適当 と思

われ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実験材料及ひ方法

　粘性測定 は オ ス トワル ド粘度計を用い ， 還元穂測定は 鋸試薬法 ｝こ よつ た．セ ル ロ ース 分 解酵素標品は d 吻 to・

miam 　glObascrmを フ ス マ 培地培養後pH7 ・0の McIluvaine 緩衝液 に て 抽出し， 遠沈し浮游物を除い た粗酵素標品

を 用 い た，使 用 した メ チ ル セ ル ロ ース
8）は メ ト キ シ ル 基 の 置換度 1・．M 〜 1．92で あ り， 又 メ トキ シ ル 基及 び プ ロ ピ

レ ン グ リ コ ール 基を有す る セ ル ロ ース 誘導体（以下 こ れ を メ チ ル
ープ ロ ピ レ ン グ リコ ール セ ル ロ ース と称す る ）の

メ トキ シ ル 基 の 置換度 1．08−−1．42， プ ロ ピ レ ン グリコ ール 基 の 置換度O．1−・・O．3で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実 験 結果 及ひ 考察

　 メ チ ル セ ル ロ ース 及 び メ チ ル ープ ロ ピ レ ン グ リ コ ール セ ル ロ ース 溶液の pH 及び 温度の 変化に よ る 相対粘度の

変化を Fig．置及 び Fig．2に 示す．前報に述 べ た CMC に 比較 して，特に pH の変化に対して ひ じ よ うに 安定 で あ

る．温度変化に 対 して も CMC よ りい くぶ ん安定 で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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Fig．2．　 The 　infiuence　of 　temperature

　　　　on 　viscosity 　i皿　solUtions 　of

　 　 　 　various 　 celluiose 　derivat三ves ．

　　pH 　4．0 ；concentration 　 of 　 these

　　derivatives　O。250％
　

一
〇
− methy 艮 cellulose

　 …　x …mcthyl ■prQpylcnce　cel 亘ulQse

　 メ チ ル セ ル ロ ース 溶液 は 60℃ 以上 に お い て ， 又 メ チ ル
ープ ロ ピ レ ン グ リコ ール セ ル ロ

ー’
ス 溶液 は70℃ 以上 に お

い て 凝固 し絮状物を生 じ， こ れを冷却すれば又元の 透明な溶液に 返る．

　セ ル ロ
ース 分解酵素を作用 させ た と きの酵素作用に対す るpH の 影響を Fig・3 （粘性的測定）及 び Fig・　4 （還元

力 測 定） に 示 す．粘性的測定に よ る と最 適 pH は メ チ ル セ ル ロ ース の 場合pH4 ・0で あ り， メ チ ル ープ ロ ピ レ ン グ

リコ ール セ ル ロ ース の 場合pH5 ．0で ある．還元力測定法に よ れば最適pH は メ チ ル セ ル 卩 一ス の 場合 pH5 ・0 で あ

り，メ チ ル ープ ロ ピ レ ン ゲ リコ ール セ ル ロ ース の 場合pH6 ・0で あ る，この 場合興味あ る こ とは 粘性的測定に よれ

ば プ ロ ピ レ ン グ リコ ール 基 を有す る セ ル ロ ース 誘導体が よ り酵素作用 を うけ る の に 反 し，還 元力測定法 に よ る と

メ トキ シ ル 基単独 の セ ル ロ ース 誘導体が よ り酵素作用をうけ る こ とで あ る．尚 ， プ ロ ピ レ ン グ リ コ ール 基が入つ
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て い る ものは メ トキ シ ル 基単独 の もの に 比 して最適pH が ア ル カ リ側 に移動す る．

　酵素作用 に対す る温度の 影響を Fig・5 （粘性的測定）及び Fig・6 （還 元力測定）に 示す。い ずれ の 場合 で も最

適温 度 は 40℃ であ り， 〆チ ル ープ ロ ピ レ ン グ リ コ ール セ ル ロ ース の 方が酵素作用をうけや すい ．
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　メ チ ル セ ル ロ
ース 及 び メ チ ル r プ ロ ピ レ ン グ リコ ール セ ル ロ ース 溶液の 粘性的性 質 に つ い て Krieger　dnd

Maron．の 式 に よりそ の 濃度変化に よる異常粘性 に つ い て 調べ た結果を Figy7 及び F悠 8に 示す   前報 に 述 べ た

CMG と異 な り，．両 セ ル v −一ス 誘導体と も通常の高分子溶液 とは異 な う た挙動 を示 して い る．通常の 高分子溶液

で ・ ｝暑黷 ・ 正 ・ 値・示 ・融 ・希薄 ・・ し・ i」a ・d・・）は α ・な ・の で ある が メ チ ル セ ル ゜ 一ス 及び メ チ ル ー

プ ロ ピ レ ン グ リ コ ール セ ル ロ ース の 揚合に は ∠  は負の値を と り， 希釈 した場合に で も4  は 0 に な らず， 濃厚

溶液の 場合 と同じ く負の 値を と る．
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、酵素反応中ieA（F）が どの よ うに変化す るか を E，ig∠　9及 び Fig・　IQec示す．こ の 場合基質濃度は 0．2SO％で あつ た．
い ずれ の場合に お い て

．
も反応開始後」  は そ の負の値が高くな り， ．反応時間が経つ に つ れ て元 の状態 に 帰 る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要 　　　　　約

　メ チ ル セ ル ロ ース 及 び メ チ ル ープ ゴ ビ ・レ ン ゲ リコ ール セ ル ロ ース に 対す る セ ル ロ ース 分解酵素の作用 を検討 し

た，粘性的測定 に よれば酵素作用の 最適 pH は メ チ ル セ ル P 一ス で pH 　4．0で あ り，

1
メ チ ル

ープ ロ ピ レ ン グ リコ ー

ル セ．ル ロ
ー

ス の 場合pH5 ・0で あ る ，還元力測定 で は最適pH は メ チ ル セ ル ロ
ース の 場合 pH5 ．0 で ， メ チ ル ー プ ロ

ピ レ ン グ リコ ール セ ル ロ ース の 場合pH6 ．0で ある．両 セ ル ロ ース 誘導体に 対す る酵素作用の 最適温度は いずれ の

測定法 に よつ て も40℃ で あ る，

　両 セ ル ロ ース 誘導体 は そ の 粘性的性質に お い て 通 常の 高 分子 溶液 とは 異 な る 挙動 を な し ，
．粘性係数 の 補 正 項

dCF）bS常IC負の 値をと る．．尚， 酵素作用中4  は変 り， 時間の 経過 と共に 元に帰 る　（10分後）．
．本 実 験 を行 な うに あ た り御掴 導 い た だ い た 門 平 潤一

郎教授 ， 九 州 大学阿久 根了教授 に 厚 く感謝い た し ます．

　尚，セ ル ロ ース 誘 導体 を 寄贈 い た だ き濠 し t 日進 化 成 株 式 会 社 及 び信越化学 エ 業 株 式 会社 に 謝意 を 表 し ま す ．
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10） β一D −1
，
6 グル コ シ ド結合分解酵素に 関す る研究

放線菌 strain 　No ・OP −4−5 の 生 産す る iutease
．
の 諸特性

中　村　典　郎 ・ 田　辺 イ済　．（工 業技術院発酵研 究 所）．

Studies　on 　an 　Enzyme 　Capable　Qf 　Splittingβ一D − 1
， 6−Glucosidic　I、inkage

Some　Properties．of 　Lutease　 Produced　by　3〃eptem ）ces 　
・strain　No．

．OP − 4− 5

Norio 　Nakamura 　and 　Osamu 　Tanabe 　（Fermentation 　Res．　Inst．，　Inige，　Ghiba ）

　　In　a 　previous　paper，
　it　was 　 r6ported 　that　 the　higher　皿 olecular 　weight 　 lutcosc

which 　consisted 　of β
一1

，
61inked 　glucose　units 　was 　made

．
by　Ren．　aculeatum 　var ．　aPicu −

latum．　 The 　isolation　of 　the　microorganism 　 which 　 is　 able
’
to　 produce　 lutease．（β一1，6−

glucan−6　glucanohydrolase　 and 　 some 　 properties　 of 　 the　lutease　 are 　 described　 in　 th圭s

paper．　 The 　opt   u 皿 reaction 　temperature 　 for　 the　enzyme 　 was 　 about 　40　C
，
　 and 　the

optimu 皿 pH 　was 　about 　6・7・　 At　the　maximum 　degree　of　the　hydr，olysis ，
　only 　glucose

and 　gentiobiose　were 　detectcd，　and 　at 、　this　point，　the　hydrolysis　degree　of　higher　mole −

cular 　wcight 　luteose　was 　about 　55　per　cent 　as　glucose， ．The　for．matiop 　of　lutease　was

induced 　by　the　addition 　of 　higher　molecular 　weight 　h土t合ose ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．緒　　　　　雪

　微生 物 の 各 β
一glucanasc に つ い て は 多 くの 研究が 報告 され て い るが，それ らの 中で β

一L6　giucanase に つ い て

の 研究 は ， β
一1・21），fi−1・32）3），β一1．4

‘
）
等 の 各 glucanase よ りも少 し しか 報告 きれ て い な い ，　 P．　KooimarPfi） は

Myretheeiam−cellulase カヌわずか で は あ るが β尸
L6glucan に作用す る．．こ とを報告 し，

・Y ，　Sat・ mura8 λは，　 scler・tinia

の 酵素 は 酵母 お よび selerotium 　glucan の β一1・2 お よび β
。1・6　linkage に 作用す るが RhizOpusの 酵 素は 主 と して

β一L61inkage だ け に 作 用 す る こ とな どを報告 し て い る が，い ずれ に し て も β一1・6　 glucanase を 主 体 と し た研究

は ， 保存菌株の β
一：・6glucanase につ い て の E ・T ・Reese ら

s）
の 最近 の 報告を除い て 殆どみ あた らな い ．この よ う

N 工工
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